
 

第 6学年 総合的な学習の時間 学習指導案 

平成 28年度 6月 21日（火）5校時 

指導者 萩野谷 杏奈 

 

１ 単元名 世界の人々に目を向けよう 

２ 単元の目標 

  ○世界の子どもたちやその教育の現状について問題意識を持ち、その課題解決のために自分にでき

ることを主体的に考え、実践しようとする気持ちをもつことができる。 

（他者や社会とのかかわりに関すること） 

  ○自分で設定した課題について情報を集めて整理したり、自分たちにできることを計画的に実践し

振り返ったりすることができる。                （学習方法に関すること） 

  ○国際社会に生きる一員として、どのように世の中と関わっていきたいか自分の考えをもつことが

できる。                            （自分自身に関すること） 

 

３ 単元について 

（１） 単元観 

本単元は、教育協力 NGOネットワーク（JNNE）が主催している「世界一大きな授業」を導

入に取り入れている。現在、世界で小学校に通えない子どもは 5800万人いると言われている。

国連総会では、「持続可能な開発目標（以下 SDGｓ）」を採択し、2030年までにすべての子ども

が初等教育を受けられるようにすることを目標として掲げている。日本に住む子どもたちにとっ

ては、6歳になったら小学校へ行くことは当然のことのように感じられるだろう。しかし、実際

には、世界の子どもの 12人に 1人は小学校に行くことができずにいる。「世界一大きな授業」は

SDGｓを反映しており、世界の教育の現状について学び、教育の大切さについて考えるよいきっ

かけを与えてくれる内容となっている。 

「世界一大きな授業」は６つのアクティビティから構成されており、小学校高学年の児童から

高校生の生徒を対象に行うことができる。本単元の導入ではアクティビティ１，２，４を行い、

世界の教育の現状と原因や、文字の読み書きができないことの不便さ、そしてその現状を解決す

るための身近な活動例について学ばせていきたい。 

また、単元の前半では学校に行きたくても行けない子どもたちの気持ちを想像し、自分自身の

課題として捉えられるように、「児童労働シミュレーションゲーム」を行う。そのうえで、子ど

もが主体となって国内外の社会問題に取り組む国際協力 NGO「フリー・ザ・チルドレン・ジャ

パン（以下 FTCJ）」の方を講師として招き、自分たちにできる身近な活動について考えを広げて

いくためのワークショップ「ギフト＋イシュー＝チェンジ」を行う。 

 

○「児童労働シミュレーションゲーム」とは 

     児童労働者の一生を疑似体験することができるカードゲームである。ゲーム参加者は、貧困

地域で暮らす子どもになったつもりで、指示に従って次々とカードを引いていく。カードには



「物乞いをする」「レンガ工場で働く」「学校に行く」「農作物を盗む」などの生活の様子と共に、

児童労働者が遭遇する具体的な出来事が書かれている。ゲームの終了の仕方は大きく分けて「自

立」「死」「児童労働から抜け出せない」の３つに分けられる。ゲーム後には、参加者がどんな

カードを引いたのかを全体で確認し、「自立」できた人が全体の 3分の１程度しかいないことに

気付かせ、児童労働者が日々直面している過酷な現実について目を向けさせていきたい。 

 

○「ギフト＋イシュー＝チェンジ」とは 

     「ギフト」とは自分が好きなことや得意なことを表している。「イシュー」とは、「問題・課

題」という意味である。これは、自分の好きなことや得意なこと（ギフト）と自分が興味のあ

る問題（イシュー）を組み合わせて、自分にできること(チェンジ）を探すアクティビティであ

る。世の中の問題を解決しようと思うととても一人ではできそうにないと感じられるかもしれ

ない。このアクティビティを通して、趣味や特技を生かして気軽に小さな変化を起こすことが

できること、そしてそのような小さな変化を一人一人が起こしていくことが大切であることに

気付かせていきたい。また、児童は自分たちにできる身近な活動として「募金活動」を挙げる

ことが考えられるが、募金するだけでなく、多くの人々に世界の教育の現状を知らせる啓発活

動や、自分自身が問題に興味を持ってより深く、または広範囲に調べていく探究活動、そして

外国の人々に興味を持って交流することも立派な「チェンジ」である。子ども達一人ひとりが

自分とは異なる文化・背景・教育の現状に置かれている人々の存在に気付き、その事実に問題

意識を持ち行動することが「チェンジ」であると捉え、その後の課題設定につなげていけるよ

うにしたい。 

 

この活動を受けて単元の後半では、担任が提示した活動や子どもたちが考えた活動を課題とし

て設定し、計画を立てて取り組んでいく。活動の例としては、教育の現状や国際機関、外国の子

どもの生活についてなど、興味のあるテーマについて調べる活動、外国の子どもや地域に住む外

国人と交流する活動、教育の現状について多くの人に知らせる啓発活動、そして学校に行けずに

困っている子ども達を少しでも助けるための支援活動などが挙げられる。児童が自分の問題意識

に応じて課題を設定できるようにして、できそうなことからやってみる、というチャレンジ精神

を大切にしたい。 

募金活動は子どもたちにとっては最も身近なボランティア活動ではあるが、募金を集めること

だけで満足してしまい、学習が十分に深まらない可能性があるため、指導する際には「何のため

の募金なのか」という目的をしっかりと把握し、それを分かりやすく相手に伝えること（啓発活

動）を計画に取り入れることで、学習を深められるようにしたい。 

     

 

 

 

 

 



 

（２）国際理解教育部会の研究主題・目指す児童像との関連 

    本部会の研究主題は、「心の国際化から、共に生きる社会へ」である。「心の国際化」とは、子

どもが国際社会の一員であることを自覚し、その問題を共感的に、自分自身の課題として捉える

ことであると考える。世の中に混在する様々な問題を他人事とはせず、協力して解決の道を探そ

うとする主体的な態度を育てていきたい。 

    「心の国際化」を実現するために、本単元では特に、学校へ行くことのできない子どもたちの

現状を共感的に理解させたい。そのために、「児童労働シミュレーションカードゲーム」を行い、

学校へ行くことのできない子どもたちが日々どのような気持ちで生活しているのか、また、学校

へ行けないことでどのような不都合が起こるのかを、ゲームの後に十分に話し合いたい。そうす

ることで、世界の教育の現状に目を向け、自分たちにできる活動をやってみたいと思う心情をも

たせていきたい。 

 

（３） 児童の実態（省略） 

 

４ 単元計画（１６時間） 

小単元名 ○活動内容 ●教師の支援 教科との関連 

世界一大きな

授業 

～世界の教育

の現状を知ろ

う～ 

 

 

世界一大きな授業 

＜アクティビティ１＞ 

○クイズ１：世界の子どものうち 12人に 1人は学校

に通えないことを知る。 

○クイズ２：学校に通えない理由を話し合った後にク

イズで事実を確認する。学校に通おうとしたことで

銃で撃たれたマララさんのことを知る。 

○クイズ３：世界では 6人に 1人の大人が読み書きが

できないことを知る。文字が読めないとどんな不便

なことがあるか話し合う。 

＜アクティビティ２＞ 

○文字が読み書きできない状況を体験する活動をす

る。 

○学習を振り返り、わかったことや感想、疑問を書く。 

・文字の読み書きができないと命を落とすこともあ

る。 

・文字の読み書きができないととても不便だとわかっ

た。 

・自分は学校に行けるのが当たり前だと思っていたけ

ど、そうじゃないことがわかった。 

・学校に行けない子ども達のためにできることがあれ

●マララさんの写真

やシリア難民の子

ども達の写真を掲

示し、学校に通え

ない子ども達を具

体的にイメージで

きるようにする。 

 

 

 

●班の代表者が実際

に水を飲んで確か

めることで、飲む

ときの気持ちをつ

かめるようにす

る。 

道徳４－

（８） 



ばしてみたい。 

世界一大きな授業（アクティビティ４） 

○子どもが主体となって活動している国際協力NGO

「フリー・ザ・チルドレン・ジャパン」の活動スト

ーリーを読む。 

○世界の様々な問題に対して活動をしている団体に

ついて調べる。 

 

●「NGO」という用

語について社会科資

料集で確認する。 

●「FTCJ」の他に

も世界の様々な問

題の解決に取り組

んでいるNGOや

国際機関があるこ

とにも触れる。 

社会科 

「世界の

中の日

本」 

児童労働シミュレーションカードゲーム(本時) 

○ゲームを通して、学校に通えない子どもの生活への

理解を深める。 

○ゲームをした後に３つの気持ちについて話し合う。 

 ＜辛かったこと・悲しかったこと＞ 

 ・仕事をさせられたこと。 

 ・路上で事故にあったのに誰も助けてくれなかった

こと。 

 ＜楽しかったこと・嬉しかったこと＞ 

・両親に会えたこと。 

・学校に通えて自立できたこと。 

 ＜こんな助けがあればいいのに、と思ったこと＞ 

・物乞いをしているときに、何かわけてくれる人がい

ればよかった。 

・うまく働けないでいたときに、もっといい仕事を見

つけてくれれば自立できたかもしれない。 

○学習の振り返りを行う。 

・自分は自立できたけどほかの友達は大変なことばか

りで、これが実際そうだったらとても大変だと思っ

た。 

・ほかの国では、道ばたで暴行を受けたりする人がい

るなんてかわいそうだと思った。 

・自分にもできる人助けがしたい。 

●学校に通えない子

どもの生活を正確

に理解できるよう

に、写真のイメー

ジを掲示したり、

なじみのない語句

は全体で確認す

る。 

●「かわいそう」と

いう感想だけでな

く、次の課題設定

につながるような

感想が出るように

助言する。 

 

自分にできる

ことをやって

みよう 

～身近なとこ

ろからチェン

FTCJの講師による授業 

「ギフト+イシュー＝チェンジ」 

○ワークショップを通して、自分の好きなことや得意

なことと取り組みたい課題を組み合わせることで、

現状を変えていくための活動ができることを知る。 

●募金などの支援活

動だけでなく、さ

らに詳しく調べて

理解を深めること

や、世界の現状を

 



ジを起こそう

～ 

○感想や疑問を書きだして話し合い、次時の活動の見

通しを持つ。 

たくさんの人に知

らせることも大切

だということを講

師の方に話しても

らうようにする。 

自分たちにできそうなことを話し合い、今後の学習計

画を立てる。 

＜課題設定とその後の活動の例＞ 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●学校に行けずにい

る子ども達のため

に、どんなことが

できるかを話し合

い、そのために何

をすればよいか活

動の見通しを持た

せることで、主体

的に活動できるよ

うにする。 

 

国語 

「学校案

内パンフ

レットを

作ろう」

社会科

「世界の

中の日

本」 

振り返ろう 単元全体の活動を振り返り、今後どのように世の中と

関わっていきたいか、自分の考えをまとめる。 

  

 

 

 

 

 

どの団体に寄付を送るか：ユ

ニセフ、赤十字、NGOなど 

○調べる 

・外国の子ども達の暮らしについて 

・世界の教育の現状について 

 

 

 

 

○調べる 

国際協力に携わる機関や事業について（外

務省、ODA、JICA、国連、NGOなど） 

 

○交流する 

・地域の国会議員に対しインタビュー調査を行う（開発途上国の子ども達への教育問題に

対してどのような政策を行っているのか、など） 

・地域に住む外国人の方々と交流し、いろいろな国の学校の様子について話を聞く 

 

○知らせる 

・ポスターを作って校内に掲示する 

・パンフレットを作って校内または地域に置いてもらう 

・学習参観や「すはま学習発表会」で保護者に知らせる 

○募金活動を行う 

 少しでも学校に行けない子ど

も達のためになるように、募金

活動をしたい！ 



 

５ 他教科等との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳「いろいろな国の子ど   

も達」４－（８） 

○いろいろな国の子どもの

様子の写真を見て気付い

たことを話し合い、国に

よって子どもの生活の様

子が異なることに気付

く。 

学活「気になる！ニュース

スピーチ」 

○日直が気になるニュース

について紹介して自分の

意見を述べる活動を朝の

会で行い、世の中の出来

事に対する関心を高め

る。 

総合的な学習の時間 

「世界の人々に目を向けよ

う」 

○世界の子ども達やその教

育の現状について問題意

識をもち、自分にできるこ

とを主体的に考え、実践し

ようとする気持ちをもつ

ことができる。 

○国際社会に生きる一員と

して、どのように世の中と

関わっていきたいか自分

の考えを持つことができ

る。 

社会科「世界の中の日本」 

○日本とつながりの深い国の

人々の様子について調べ、外

国の人々と共に生きていく

ためには異なる文化や習慣

を理解し合うことが大切だ

ということに気付く。 

○日本の国際交流や国際協力

の様子及び国際連合の働き

について調べ、世界平和の大

切さと、日本が世界に果たす

べき役割について理解する。 

国語「意見を出し合おう」 

○意見の違いを大事にしなが

ら話し合い、考えを深める。 

国語「学校案内パンフレット

を作ろう」 

○目的に応じて割り付けを工

夫し、パンフレットを作る。 



 

６ 本時の指導 

（１） 目標 

 ○ゲームを通して、学校に通えない子どもの現状について理解を深める。 

（２） 展開（３／１６） 

児童の活動 ●教師の支援 ◆評価 資料等 

１ 今までの学習内容を振り返る。 

  ・世界には、学校に通うことができない子どもがいる。 

  ・学校や先生の数が足りないから学校へ行けない。 

・貧しいから働かなければいけない。 

・戦争で学校に行けなくなる。 

  ・文字を読んだり書いたりすることができないと、手紙

を書いたり本を読んだりできない。 

  ・買い物に行っても値札が読めない。 

 

２ そのような困った現状にいる子どもたちの気持ちをよ

り具体的に想像するために、シミュレーションゲームを

行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ゲームを終えて、どのような結末になったかを全体で確

認する。 

 ・路上で死んでしまった。  

 ・政府や国際機関、NGOの支援を受け、学校に行けるよ

うになった。 

●児童に問いかけなが

ら今までの学習内容

を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

●カードに書かれてい

る内容をよく読み、

気持ちを想像してか

ら次のカードを引か

せることで、教育を

受けられない子ども

達の生活の様子を理

解することができる

ようにする。 

●「スリ」や「路上」

などカードに出てく

る言葉のイメージを

正しく理解できるよ

うに、写真を掲示す

る。 

 

 

 

●３種類の結末を紹介

し合い、自立できた

子は一部であること

を確認することで、

学校へ通うことので

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ゲームの流れが

書かれた掲示

物 

・カードゲーム 

・写真資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ゲームの流れ＞ 

① 児童一人ずつ役割カードを受け取る。 

② 役割カードに書かれた内容を読み、その現状に置

かれた子どもになったつもりでその気持ちを考え

る。 

③ 役割カードの指示に従って、次の役割カードを引

く。 

④ 引いたカードの内容をよく読み、その子どもの気

持ちを想像する。 

⑤ 役割カードの指示が終わるまで、③と④繰り返す。 

⑥ カードの指示が終わった児童や、引くカードがな

くなった児童は座ってほかの児童が終わるまで待

つ。 

 



 ・駅で物乞いをする生活から抜け出せなかった。 

 

 

４ ゲームをした後に３つの気持ちについて友達と話し合

う。 

   ＜辛かったこと・悲しかったこと＞ 

   ・仕事をさせられたこと。 

   ・路上で事故にあったのに誰も助けてくれなかったこ

と。 

 ＜楽しかったこと・嬉しかったこと＞ 

・両親に会えたこと。 

・学校に通えて自立できたこと。 

 ＜こんな助けがあればいいのに、と思ったこと＞ 

・物乞いをしているときに、何かわけてくれる人がい

ればよかった。 

・うまく働けないでいたときに、もっといい仕事を見

つけてくれれば自立できたかもしれない。 

 

５ ゲームをしてみての感想や、さまざまな結末を聞いて考

えたことなどをワークシートに記入し、発表する。 

  ・私はなかなかゴミ拾いの生活から抜け出せなかった。 

  ・友達は自立して学校に行けるようになっていて羨まし

かった。 

  ・もっと自立できる子が増えればいいのにと思った。 

  ・学校に行けずに毎日物ごいをしたり働いたりするのは

とてもかわいそうで、とてもつらいことだと思った。 

  ・自分は今まで学校に行くことは当たり前のことだと思

ったけど、学校に行けない子がいることを知ってびっ

くりした。また、そういう子たちのために自分にでき

ることがあればやってみたい。 

きない子ども達の生

活の深刻さが分かる

ようにする。 

●友達と話し合う際に

は、３種類の結末の

児童が１つのグルー

プになるようにする

ことで、考えが深ま

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆学習の感想や、考え

たことを発表するこ

とで、学校に通えな

い子どもの現状につ

いて理解を深めるこ

とができたか。 

 

 

 

・ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


